
 

参考資料 

Ⅱ．〔土留蓋〕                  

制定：平成 17 年 9 月 1 日 

1．適用範囲 

この仕様書は，宇都宮市上下水道局が使用する消火栓及び空気弁鉄筺用レジンコンクリ 

ート製土留筺（以下，「土留筺」という。）について規定する。 

２．定   義  

 この仕様書で用いる主な用語と定義は，次による。 

ａ）土 留 筺：地下式消火栓及びバルブ類等の室築造に用いる部材のうち上部鉄蓋 

       を除く側壁，底板の総称。 

  ｂ）接 合 材：土留筺を組み立て際，接合部のがたつきや点接触を防止して，土留 

          筺の強度及び耐久性を保持するために，土留筺同士の接合面に断絶 

          がないように盛り付ける材料。エポキシ樹脂系やウレタン樹脂系の 

          ものがある。 

３．種   類 

   鉄蓋は T－25 荷重仕様とし，その種類は表 1のとおりとする。 

表１ 鉄蓋の種類 

φ５００消火栓・空気弁鉄蓋（単口用）用 
種類 

φ６００消火栓・空気弁鉄蓋（双口用）用 

 

４．構造，形状及び寸法 

  土留筺の 

・ 性能 

・ 基本的な形状及び寸法 

・ 外観 

・ 材料 

・ 試験方法 

・ 表示 

については，（社）日本水道協会規格 JWWAK148（水道用レジンコンクリート製ボックス） 

に準拠し，それ以外の特記項目は下記の通りとする。  

 ａ）土留筺は，内周面へのガラス繊維補強や，内部への鉄筋を配した補強により，部

材強度の向上と破損時の部材の散在を防止した構造であること。 

ｂ）土留筺の上部壁フランジには，鉄蓋と受枠をボルトに緊結できるようインサーナ

ットを埋め込んだ構造であること。インサーナットは，JISB0205 に規定する M16

を標準とする。 
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ｃ）土留筺の組み立ては，土留筺の強度及び耐久性を保持するため，土留筺同の接合 

  面に断絶が内容に接合材を用いて行うこと。 

５．一般事項 

   本仕様書の発効は 平成１７年９月１日とする。 

 

６．疑 義 

    以上の事項に該当しない疑義については,協議の上決定するものとする。 
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